
　江戸時代中期より、杉並区域は20ヶ村に分かれ、その
一つに天沼村はありました。「天沼」の村名は、寛永12年
（1635）6月17日付の「徳川家光朱印状」によって確認が
できます。これは天沼村が堀之内村、阿佐ヶ谷村と共に、徳

川幕府の直轄神社・
日枝山王社（千代田
区）の社領に定めら
れ、天沼村の村高は
119石余であった
ことがわかる史料
です（註1）。
　その他に、時代は
遡りますが奈良時

代にも「天沼」の地名に関する一説があります。それは768
年、『続日本紀』にみえる武蔵国の国府（現在の府中市）を結
ぶ道に設置した「

あまりぬま・あまぬま
乗瀦」駅が今の天沼辺りにあったとす

る説で、いまだ結論に至っていません。

　かつて天沼3丁目には天沼弁天池がありました。この池
は、地下水堆（註2）の中心にある湧水池です。江戸時代以前の
天沼村について『武蔵名勝図会』（註3）には、「古名雨沼と書く。
天正（1573〜92）
年中より以来は今
の文字を用ゆ。こ
の村内は往古大
いなる沼池ある」
と書かれ、降雨に
よって沼池化する
土地柄を想像でき
ます。また、「浄水

から地名や伝説を辿ると、天沼、清水、和泉等は、いずれも
地下水又は涌水が地名の起こりをなしていると推定され
る」（註4）ことから、前の「雨沼」は天沼弁天池を連想させます。
　時を経て、桃園川源流と言われた天沼弁天池は、昭和40
年代初めに枯渇し埋められました。かつて、青梅街道沿い
の千川上水と交わり田畠を潤した桃園川も暗渠化し、人々
の生活と結びつく天沼一帯に見えた水辺の面影は消え、池
のあった場所は今や公園として人々の憩いの場へと姿を
変えています。

町名の由来と今 第2回

地名の歴史と由来／天沼編 幸田有美子（杉並区立郷土博物館分館）

「昭和37年撮影 天沼弁天池」杉並区立郷土博物館所蔵
中の島にある弁天社に続く橋上で釣りを楽しむ子どもたち。

「天沼」にまつわる史料

水辺の面影
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現在の「天沼」
※当センターの対象地域を示しています。

（註1）「日枝神社」のHPにて朱印状が見られます。
（註2）地下水面が一部盛り上がり塚状をなす形態を指す。天沼弁天池を中

心とした地下水堆については、「東京市西部井荻天沼地下水堆」（吉村
信吉、1940）などがある。

（註3）植田孟
もう
縉
しん
編集、文政6年（1823）大

だい
学
がくの
頭
かみ
林
はやし
衡
たいら
に献上された。

（註4）杉並区教育委員会「文化財シリーズ19　杉並の地名」

　明治に入っても純粋な農村だった荻窪。いつ、どのように住宅地へと
変わってきたのでしょうか。荻窪の歴史にさまざまな角度から光を当
てる「荻窪の記憶」の第1回は、「住宅地の誕生」をテーマに、杉並区立郷
土博物館の幸田有美子学芸員を講師に迎えて開かれました。
　明治24年の中央線の前身甲武鉄道の荻窪駅開設を起点に人口が増
え始め、天皇の侍医、華族や実業家などが別荘を構えた明治末、郊外生
活が静かなブームになり、中流階級の移住が始まった大正の中葉、そし
て関東大震災後の流入人口の急増……。歴史の流れを辿った講座に、受
講者からは、「町の出来た順序がわかった」「地元のことを体系的に知る
ことができた」「長年暮らしていて知っているつもりだったが、知らな
いことが多く有益だった」などの声が聞かれました。

荻窪の記憶① 住宅地の誕生

講座風景幸田有美子氏

＊「荻窪の記憶」では、講座の開催と並んで、荻窪の歴史を
後世に伝えるため、戦前の荻窪に関する資料や写真、住
民の方々の思い出を集めています。ご協力いただける
方は、当センターまでご連絡ください。

画・矢嶋又次「天沼弁天池」杉並区立郷土博物館所蔵
池には蓮の花が咲き、鯉などが棲む美しい湧水池だった。

　赤ちゃんを健康に育てるお母さんのための講座です。ベビーヨガは、歌
を歌うなど母と子の楽しい交流の中でヨガのポーズを取り、赤ちゃんの成
長を促すものです。今回は4カ月から1歳までの赤ちゃんが対象です。
　講師は「たらちね助産院」院長の大坪三保子氏で、同助産院を経営しなが
ら、母子の健康を支援する様々な活動を続けています。

★日時：9月2日（金）午前10時～12時
★場所：荻窪地域区民センター第1・2和室

大坪三保子氏

「ふれあいベビーヨガ」新講座
紹介

講座報告

　荻窪地域区民センターとして初めてのワイン講座は、ワインに関
するアドバイザーをされている華井弘子先生をお招きして6月19
日に開かれました。
①ワイン用原料のぶどうについて	 　	④白ワインぶどう、赤ワインぶどうによる製造工程
②白ワイン用ぶどう品種とワインの味わい	 　⑤シャンパーニュについて
③赤ワイン用ぶどう品種とワインの味わい	 　⑥シャンパーニュの製造工程
…について学んだあと、楽しく分かりやすくお話しくださる先生の説明に従って、各テー
ブルで白ワイン2種、赤ワイン2種を試飲。参加者の皆さんが、それぞれの特徴をお互いに
確認し合いながら、楽しく試飲をされました。
　そして、講座の最後に先生が出題されたワインクイズは、3択クイズでした。テーブル
ごとに正解を競い合い、講座を締めるのにふさわしい盛り上がりでした。

華井弘子氏

盛り上がる参加者

大人のワイン講座講座報告

天沼中OBがボランティア団体立ち上げ

　天沼中学校の卒業生が5
月23日、自ら防災やいじ
め問題に取り組もうと、天
沼中学校地区地域教育推進
協議会（あまぬまスマイル
委員会）の中に「ブレイブ
フィート」（「勇気ある一歩」
の意味）というボランティ
ア団体を立ち上げました。
　「ブレイブフィート」の
メンバーは、大学生の秦光
（はた・ひかる）さんと那
須幹也（なす・みきや）さん、

高校生の富永真旺（とみなが・まお）さんの3人を中心と
した仲間たち。秦さんと富永さんらは中学校時代の生徒会

活動を通じて、防災活動、いじめ問題の解決・子どもの居
場所作りといった教育環境の改善を、中学生と地域が連携
して行う事が重要と考えるようになりました。
　毎年7月にあまぬまスマイル委員会と天沼中学校が主催
して行う「天沼チャリティマーケット」には、卒業後も引
き続き参加し、中学生だけでなく各PTA、青少年育成委員
会、町会など地域の様々な団体と協力して運営しています。
「『防災』は街づくりのポイントで、災害時には若い世代の
力が重要」と、中学校のレスキュー隊を支援しています。
　6月11日に行われた天沼中レスキュー隊の避難誘導体験
ゲームの後、秦さんと富永さんにお話を聞きました。2人
は「中学生や若者の意見を、街づくりやいじめ問題の解決
に反映させていきたい。若者の意見をまとめて、大人達と
の間をつないでいくことが大切だと考えています」と、熱
く語ってくれました。

天中レスキュー隊に車いすや
担架の使い方を説明する秦さん（左）、
富永さん（右）（平成28年6月11日撮影）

「防災」と

「いじめ問
題」に

取り組む


